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たんた新聞社 
〒270-1147   
我孫子市若松 26-4 
我孫子市民図書館 
℡ 04-7184-1110 

「車
くるま

のいろは 
空のいろ １ 
白いぼうし」 

あまん きみこ／作 

北田 卓史／絵 
ポプラ社（1-ア） 

「海
うみ

のおばけオーリー」 

マリー         マリー・ホール・エッツ／文 絵 

石井 桃子／訳 

岩波書店（ＥＡエ） 

 

         アザラシの赤
あか

ちゃんオーリーは、あ

る日、おかあさんとはぐれてしまいます。つれてこら

れたところは、とおい町
まち

の水族館
すいぞくかん

。やっとのおもいで

海
うみ

に出
で

たのに、おばけにまちがえられて大さわぎに

なってしまいます。 

「エルマーのぼうけん」 

ルース・スタイルス・ガネット／さく 

ルース・クリスマン・ガネット／え 

わたなべ しげお／やく 

福音館書店（２-ガ） 

 

            エルマーは、どうぶつ島
じま

にとらわれ

ているかわいそうな竜
りゅう

の子どもをたすけるために、たっ

た１人で出
で

かけます。ガムやハミガキをつかって、おそ

ろしい動物
どうぶつ

たちから竜をたすける、ゆかいなぼうけんの

ものがたりです。 

「どろんここぶた」 

アーノルド・ローベル 作  

岸田 衿子 訳 

文化出版局刊（ＥＡロ） 

 

「ぼくのつくえは 

ぼくのくに」 

 佐藤 さとる／作 

 村上 勉／え 

 学研（Gakken）（1-サ） 

 

「がちょうの 

ペチューニア」 

ロジャー・デュボワザン／作 

まつおか きょうこ／訳 

冨山房（ＥＡデ） 

 

自分
じ ぶ ん

が読んだ好
す

きな本
ほん

の思
おも

い出
で

は、 

大人
お と な

になっても宝物
たからもの

になりますよ。 

この夏に、１冊
さつ

でも１００冊でも！ 

お気
き

に入
い

りを見
み

つけてみませんか？ 

図書館
と し ょ か ん

には、夏休みの自由
じ ゆ う

研究
けんきゅう

や、工作
こうさく

の本、調
しら

べもの

に役立
や く だ

つ本、読書
どくしょ

感想
かんそう

文
ぶん

におすすめの本もあるよ！ 

 

★★ 今号
こんごう

の特集
とくしゅう

 ★★ 

夏休
なつやす

みにおすすめの本
ほん

 
 

あびこしみんとしょかん 

 

な つ や す よ ほん 

と く べ つ さつ 
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「ぼくのわたしの 

すいぞくかん」 

小宮 輝之／文 

津田 櫓冬／絵 

福音館書店（ＥМカ） 

 

「こんにちは,バネッサ」 

マージョリー・W・シャーマット／作 

リリアン・ホーバン／絵 

小杉 佐恵子／訳、岩崎書店（２-シ） 

 

子ネズミのバネッサは、とってもは

ずかしがりやです。「こんにちは」もうまくいえないの

で、友
とも

だちもできません。ところがある日、勇気
ゆ う き

をだし

て、手をあげてこくばんに答
こた

えを書
か

くと、バネッサに話
はな

しかけてくれる子があらわれたのです。 

「フルリーナと山
やま

の鳥
と り

」 

ゼリーナ・ヘンツ／文 

アロイス・カリジェ／絵 

大塚 勇三／訳 

岩波書店（ＥＡカ） 

 

フルリーナは、山の中でキツネにおそわれたひなを

たすけ、大切
たいせつ

にそだてました。山
やま

の鳥
と り

も、フルリーナの

ことが大すきで、そばにいたがりました。けれど、大きく

なるにつれて、鳥は森や山をこいしがるようになり…。 

「はらぺこオオカミ

がんばる」 

キャサリン・ストー／作 

掛川 恭子／訳 

岩波書店（２-ス） 

 

「おひさま 

はらっぱ」 

中川 李枝子／さく 

山脇 百合子／え 

福音館書店（１-ナ） 

 

「おしゃべりな

たまごやき」 

寺村 輝夫／作 

長 新太／画 

福音館書店（ＥＡチ） 

 

「いっぽんの鉛筆
えんぴつ

のむこうに」 

谷川 俊太郎／文 

坂井 信彦／ほか写真、堀内 誠一／絵 

福音館書店（ＥМタ） 

 

鉛筆
えんぴつ

をつくるのに、何と何と何がひ

つようか、知
し

っていますか？何
なん

種類
しゅるい

もの材料
ざいりょう

もひつよ

うですが、びっくりするくらいたくさんの人がいっぽんの

鉛筆をつくるのに仕事
し ご と

をしているんですよ。 

「大
おお

どろぼうホッツェンプロッツ」 

プロイスラ―／作、トリップ／絵 

中村 浩三／訳 

偕成社（２-プ）  

 

カスパールのおばあさんの家
いえ

にどろ

ぼうが入りました。その名は「ホッツェンプロッツ」。黒
く ろ

ひ

げモジャモジャ、かぎっ鼻
ばな

、こしに７本の短刀
たんとう

、手にピス

トルの大どろぼう。カスパールはなかよしのゼッペルと

いっしょに大どろぼうをつかまえに出
で

かけます。 

「やかまし村の 

子どもたち」 

リンドグレーン／作 

大塚 勇三／訳 

岩波書店（２-リ） 

 

「ふしぎな 

５００のぼうし」 

ドクター＝スース／さく・え 

わたなべ しげお／やく 

偕成社（ＥＡド） 

 

「大きいゾウと 

小さいゾウ」 

アニタ・ヒューエット／著 

清水 真砂子／訳       

大日本図書（２-ヒ） 

 

「みしの 

たくかにと」 

松岡 享子／作 

大社 玲子／絵  

こぐま社（１-マ） 

 

http://www.library.city.abiko.chiba.jp/

